
日時：　3月22日10時より（９時受付開始）

会場：　国立国際医療センター　国際協力研修棟５階大会議室

10:00 開会 実行委員会代表挨拶 桐野　髙明

10:05 基調講演

座長 杉山　良子

講師　　 自治医科大学　医学部　医療安全学　教授 河野　龍太郎

11:15 シンポジウム

～医療安全における各職能団体の取り組み～　挨拶と講演

座長 清水　利夫

東京都医師会

理事 小林　弘幸

東京都看護協会

医療看護安全対策委員会委員長 藤井　美代子

東京都臨床検査技師会

副会長 藤浪　朋子

東京都放射線技師会

リスクマネジメント委員長 　　　 若松　修

東京都臨床工学技士会

会長代理 目黒　勉

12:20 休憩 （　地下一階に食堂、売店があります　）

13:20 テーマ別取り組みの報告とアドバイス

パート1パート1パート1パート1 座長 永池　京子

行動目標　1　「危険薬の誤投与防止」　－ハイリスク薬品200品目も大丈夫－

東京逓信病院 大沢　幸嗣

行動目標　2　「周術期肺塞栓症の予防」　－術後患者さんの症例から学ぶ－

東京北社会保険病院 平井　奈津子

新横浜リハビリテーション病院 寺見　雅子

パート2パート2パート2パート2 座長 矢野　真

虎の門病院　シミュレーション・ラボセンター 中西　成元

行動目標  4　「医療関連感染症の防止」　－手洗いによる感染対策－

立川相互病院 伊藤　淳

15:00 休憩（10分）

関東中央病院 仲尾次　政隆

パート3パート3パート3パート3 座長 前川　和彦

東京大学附属病院 新　秀直

行動目標　6　「急変時の迅速対応」

　－救命救急科を持たない病院でのRRT (Rapid Response Team) の立ち上げ経験－

聖マリアンナ医科大学 児玉　貴光

　－3次救急を行なっている病院でのRRS (Rapid Response System) －

武蔵野赤十字病院 須崎 紳一郎

16:30 閉会

司会進行 菊池　邦子

行動目標 5b　「医療機器の安全な操作と管理　人工呼吸器」　－事例から学ぶ安全対策－

医療安全全国共同行動“いのちを守るパートナーズ”医療安全全国共同行動“いのちを守るパートナーズ”医療安全全国共同行動“いのちを守るパートナーズ”医療安全全国共同行動“いのちを守るパートナーズ”
　　東京シンポジウム　～有害事象から患者さんを守ろう～

プログラム

　実行可能なエラー対策　実行可能なエラー対策　実行可能なエラー対策　実行可能なエラー対策

行動目標 5a　｢医療機器の安全な操作と管理　輸液ポンプ、シリンジポンプ」－事例から学ぶ－

行動目標 3b　「危険手技の安全な実施　中心静脈カテーテル」　－安全な手技の習得－

行動目標 3a　「危険手技の安全な実施　経鼻栄養チューブ」　－安全な知識と技術の普及－


